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大規模災害と建築物ストック 
南海トラフ巨大地震によって何が起こるのか？国 立 大 学 法 人  

名 古 屋 大 学
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✓東日本大震災での甚大な建物被害の大部分が津波の被害 
　→全壊棟数1２万棟，瓦礫量2,300万トン 

✓近い将来発生が予測される南海トラフ地震においても 
　津波被害の甚大化が懸念され、各種被害想定が行われる 

✓迅速かつ最適な復興を行うためには、 
　復興に必要な資材量の把握が重要である 
　→現在、どこにどれだけの資材があるかを知る必要がある

津波浸水予測

✓全国の建築物一棟ごとに含まれる建築資材の 
   蓄積量を明らかとしたもの。 
✓全国約6,200万棟に約79億トンの資材量(2009) 
✓木材、コンクリート、鉄といった各資材ごとの 
   蓄積量を示すことが可能である 
✓上部、基礎部分に分けて整備されおり、 
   津波被災後に残存するストックを示すことも可能ある

✓川崎ら(2012)によって算出された浸水予測を用いる 
　→南海トラフを震源としたM9.0の地震において 
     地殻変動量･地盤沈下を考慮、初期潮位は年間最大満潮位 

✓防災構造物が全壊した仮定での浸水予測を利用 
　→被害が最大になるケース 
✓浸水深2~3ｍとなる範囲が広がり、広範囲での被害が予測される

マテリアルストックデータベースと
津波浸水予測範囲を重ね合わせる

？ 
浸水予測範囲内にある建築物を 
抽出し､そのストック量を集計

また、木造建物の多くが半壊する
浸水深2ｍ以上の範囲内にある 

建築も抽出･集計

✓津波被害を受ける可能性のある建築物及びLost Stockは，約110万棟，1.95億トン 
✓愛知県においては，県内の全建築物の約３分の１，ストックでは約４分の１が津波により被害を受ける 
✓名古屋市中川区や港区，浜松市といった沿岸部の都市域において大きな被害が予想される 
✓浸水深2ｍ以上の範囲内にある建築物及びLost Stockは 
　約61万棟，9,600万トンであり，これらは廃棄物となる可能性が高い

Lost Stockとは... 
　なんらかの被害により本来提供すべき 
　　サービスを失った構造物の資材量

失ったストックの分布の俯瞰図：宮城県石巻市周辺 

✓復興に必要な資材量のベースラインを示す 
✓同様の手法で将来起こる災害における 
　Lost Stockを推計することも可能

マテリアルストックデータベースと津波浸水予測の空間情報を用いて， 
津波浸水被害を受ける可能性のある建築物と発生するLost Stockの推計を行う

本研究は，環境省地球環境研究総合推進費(1E-1105)，文部科学省グリーン･オブ･エクセレンス(GRENE)事業の助成を受けて行われたものである． 
また，本研究で用いた津波予測範囲のデータは名古屋大学社会基盤工学専攻川崎浩司准教授に提供して頂いた．ここに感謝の意を記します．

✓マテリアルストックデータベースと津波浸水予測の空間情報を重ね合わせ、　 
　被害を受ける可能性のある建築物と発生するLost Stockの推計を行った。 
✓本研究で用いた浸水範囲で被害が発生した場合の復興に必要な資材量の 
　ベースラインを示した 
✓同様にして、他の浸水範囲の情報を用いて推計することが可能である。 
　今後は，様々な条件で浸水予測を用いて推計を行っていく 
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目的

名古屋港周辺

浜松市:1,000(万t)

名古屋市:2,300(万t)

津市:550(万t)

沼津市:250(万t)

浜松市周辺

桑名市:320(万t)

伊勢市:310(万t)松阪市:300(万t)

豊橋市:470(万t)


